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　　人口の動き

一6月1日現在一
男4，310（一2〉
女4，398（～2）
計　　　8，708（一4〉

世帯数2，247（＋2／

　（）は前月比較
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すくすく育て川西のコメ
　昨年は、冷夏による作柄不良のため、全国での作況指数

は75、魚沼は89でした。
　少し前までは、米泥棒、米価の高騰、外国産米の輸入と

連日マスコミで報じられておりました．最近では、報じら

れる回数も少し減ってきたようですが、米を取り巻く情勢

が国の内外においてまだまだ多難であることには変わりが

ないようです。

　今年が豊作であることを願うばかりです．

圃休日救急医
　　　国保診療所6月12日　　　　　　（高原田）費68－2034
　　　（クリニック川西）

19日山口医院（袋町中）台52－2174

26日富田医院（神明町）a52－3269

7月3日池田医院（本町西）a52－2581

10日第二藤巻医院（上　野）費68－2018



鼠
〃
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・
五
月
十
九
日
、
第
三
回
町
議
会
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
期
は
一
日
間
で
、

専
決
処
分
し
た
事
件
（
税
条
例
・
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会

計
補
正
予
算
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
改

築
（
本
体
）
工
事
、
同
（
電
気
）
工
事
、

観
光
交
流
会
館
建
設
工
事
の
請
負
契
約

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
税
条
例
で
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

　
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
住
民
税

O
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
均
等
割
加
算
額
（
十
万
四
千
円
↓

　
　
　
　
　
　
　
＋
四
万
四
千
円
）

法
人
税

○
均
等
割
算
定
区
分
の
変
更
と
税
率
の

引
き
上
げ

・
資
本
金
等
の
金
額
が
十
億
円
を
超
え

る
法
人
で
従
業
者
数
の
合
計
数
が
五
十

人
以
下
で
あ
る
も
の

　
年
額
四
十
万
円
↓
四
十
一
万
円

・
資
本
金
等
の
金
額
が
一
億
円
を
超
え

十
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数

の
合
計
数
が
五
十
人
を
超
え
る
も
の

　
年
額
四
十
万
円
（
現
行
ど
お
り
）

・
資
本
等
の
金
額
が
一
億
円
を
超
え
十

億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数
の

合
計
数
が
五
十
人
以
下
で
あ
る
も
の

　
年
額
十
五
万
円
↓
十
六
万
円

・
資
本
等
の
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え

一
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数

の
合
計
数
が
五
十
人
を
超
え
る
も
の

　
年
額
十
五
万
円
（
現
行
ど
お
り
）

・
資
本
金
等
の
金
額
が
一
千
万
を
超
え

一
億
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数

の
合
計
数
が
五
十
人
以
下
で
あ
る
も
の

　
年
額
十
二
万
円
↓
十
三
万
円

・
資
本
金
等
の
金
額
が
一
千
万
円
以
下

で
あ
る
法
人
で
従
業
者
数
の
合
計
数
が

五
十
人
を
超
え
る
も
の

　
年
額
十
二
万
円
（
現
行
ど
お
り
）

・
一
号
法
人
は
年
額
三
百
万
円
、
二
号

法
人
は
年
額
百
七
十
五
万
と
現
行
ど
お

り
で
す
。

・
前
記
し
た
法
人
以
外
の
法
人
等
は

　
年
額
四
万
円
↓
五
万
円

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
で
改
正
さ
れ

た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
規
程
の
う

ち
二
十
三
万
円
と
あ
る
も
の
を
二
十
三

万
五
千
円
に
改
め
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
は
百
二
十
三
万

五
千
円
増
額
さ
れ
五
十
一
億
三
三
六
七

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
七

百
八
十
六
万
四
千
円
増
額
さ
れ
五
億
七

九
〇
五
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

盛
況
だ
っ
た
仙
田
ブ
ナ
林
食
文
化
ま
つ
り

二
百
人
が
春
を
満
喫

　
五
月
四
日
、
仙
田
小
学
校
を
会
場

に
新
緑
と
山
の
幸
盛
り
だ
く
さ
ん
の

仙
田
ブ
ナ
林
食
文
化
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
昨
年
ま

で
山
菜
ま
つ
り
と
し
て
高
倉
ブ
ナ
の

家
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
今
年

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
イ
ベ
ン
ト
助
成
（
テ
ン
ト
・
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
等
）
を
受
け
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
構
成
を
変
え
た
も
の

で
す
。

　
当
日
は
、
山
野
に
出
か
け
る
山
菜

採
取
体
験
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
講
演
会
か
ら
は
、
強
い
風
の

た
め
校
庭
か
ら
体
育
館
へ
会
場
が
変

更
さ
れ
、
岩
瀬
の
金
子
幸
作
さ
ん
に

よ
る
「
仙
田
郷
の
食
文
化
今
・
昔
」

と
題
し
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
な
か
で
「
盆
だ
て
が
ん
に
ナ
ス
の

皮
の
じ
ょ
う
せ
い
だ
」
と
、
当
時
の

食
生
活
を
表
し
た
歌
や
、
　
「
同
じ
仙

田
郷
で
も
集
落
に
よ
っ
て
ア
ン
ブ
の

材
料
比
（
米
く
ず
と
大
根
葉
の
割
合
）

が
違
っ
て
い
て
、
地
炉
で
灰
を
落
す

と
き
に
欠
け
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
、

片
手
を
添
え
て
落
し
た
」
こ
と
、
ま

た
、
　
「
日
清
・
日
露
戦
争
に
際
し
、

仙
田
の
人
達
が
ゼ
ン
マ
イ
を
多
く
供

出
し
た
と
し
て
、
陸
・
海
軍
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
」
こ
と
等
、

食
に
関
す
る
興
味
深
い
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
メ
イ
ン
の
山
菜
を
味
わ
う
会
は
、

揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
、
各
種
の
和
え

物
、
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
に
ア
ン
ブ
、

栃
の
実
を
原
料
と
し
た
古
代
ク
ッ
キ

ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ

ー
に
歌
や
踊
り
も
加
わ
っ
て
和
気
あ

い
あ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
か
ら
参
加
し
た
と
い
う
方
は
、

「
東
京
に
い
て
は
食
べ
ら
れ
な
い
山

菜
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
び
っ
く
り
、

と
て
も
お
い
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
倉
国
際
村

か
ら
は
、
国
際
色
豊
か
に
大
勢
の
参

加
が
あ
り
、
参
加
し
た
少
年
二
人
は
、

「
新
潟
に
は
雪
が
あ
っ
て
楽
し
い
し
、

山
菜
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
て

風
の
中
を
遊
び
に
出
か
け
て
い
き
ま

し
た
。

国際色豊かな会となりました
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　　町を売り込めノノ

板橋区大山遊座商店街でソ，ノ西ノ軸う貫よ展”

　
五
月
八
日
午
前
五
時
￥
ト
ラ
ッ
ク

に
特
産
品
や
雪
を
満
載
し
．
総
勢
三

±
二
人
が
東
京
都
板
橋
区
の
大
山
遊

座
商
店
街
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
も

今
年
で
二
回
目
．
顔
見
知
り
と
な
っ

た
商
店
街
の
人
に
迎
え
ら
れ
．
早
速

準
備
。
持
っ
て
い
っ
た
大
型
ダ
ン
プ

2
台
分
の
雪
で
特
設
の
す
べ
り
台
を

作
り
￥
わ
ら
細
工
や
竹
ト
ン
ボ
な
ど

の
竹
細
工
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
￥
お

酒
・
そ
ば
・
漬
物
・
き
の
こ
・
切
り

も
ち
な
ど
の
物
産
紹
介
と
販
売
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
設
け
ま
し
た
。

近所の子供達・川西町出身者で一日中にぎわいました

「
わ
～
つ
め
た
い
」
と
い
い
な
が
ら

す
べ
り
台
で
歓
声
を
あ
げ
る
子
供
達
￥

「
わ
～
新
鮮
」
と
山
菜
を
手
に
取
る

ご
婦
人
￥
　
「
な
つ
か
し
い
ね
。
お
餅

っ
て
こ
う
や
っ
て
つ
く
ん
だ
よ
」
と

子
供
に
教
え
て
い
る
お
父
さ
ん
。

　
大
山
遊
座
商
店
街
に
一
日
出
現
し

た
川
西
ふ
る
さ
と
展
は
￥
ま
た
新
し

い
顔
馴
染
を
作
っ
て
盛
況
の
内
に
終

了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
ス
タ

ッ
フ
が
川
西
町
に
帰
っ
て
き
た
の
は
￥

八
日
の
午
後
十
時
三
十
分
￥
パ
ー
ド

な
『
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
梛

子供達は、特設のすべり台に大喜びでした

もちつきをはじめて見る子供もいたようです

轡1趣
麟

　　「いらっしゃい」威勢のいい声とともに、町の物産

　　が売れていきました。
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世
界
に
開
こ
う
目
と
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
海
外
に
学
ぶ
”

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
成
資
金
を

ま
ち
お
こ
し
基
金
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
に
町
民
の
自
主

的
な
海
外
研
修
を
奨
励
し
、
人
材
育

成
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
川
西
町
海
外
研
修
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
二
年
度
よ
り
多
く
の
方
が
利

用
さ
れ
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
研

修
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修

の
成
果
は
研
修
実
施
の
次
年
度
に

”
海
外
に
学
ぶ
”
と
題
し
た
レ
ポ
ー

ト
集
の
発
行
と
発
表
会
を
通
じ
て
皆

様
に
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
も
本
年
度
を
も
っ
て
終

了
の
予
定
で
す
の
で
、
研
修
計
画
の

あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
◎
対
象
者

　
川
西
町
に
住
民
登
録
し
、
一
年
以

上
居
住
し
て
い
る
と
と
も
に
引
き
続

き
居
住
を
す
る
意
思
を
も
っ
て
い
る

方
。
　
（
た
だ
し
、
幅
広
い
参
加
を
得

る
た
め
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）

◎
研
修
の
対
象

　
特
別
研
修
農
林
・
商
工
業
者
が

そ
の
所
属
す
る
機
関
・
団
体
等
の
推

薦
を
受
け
て
参
加
す
る
も
の
。

　
教
育
研
修
　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ

主
的
に
内
容
を
選
定
し
て
参
加
す
る

も
の
。

　
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
人
間
形

成
の
た
め
に
行
う
一
般
の
海
外
旅
行
。

（
た
だ
し
、
企
業
等
の
福
利
・
厚
生

を
目
的
と
す
る
も
の
及
び
国
際
親
善

や
公
序
良
俗
に
反
す
る
恐
れ
の
あ
る

も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　
◎
補
助
金

　
経
費
の
二
分
の
一
以
内
、
一
般
の

海
外
旅
行
は
三
分
の
一
以
内
と
し
、

三
十
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
◎
参
加
申
し
込
み

　
出
発
予
定
日
の
十
五
日
以
上
前
に

研
修
計
画
書
を
教
育
委
員
会
に
提
出

し
内
容
審
査
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、

承
認
・
不
承
認
の
連
絡
を
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
家
庭
相
談

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
四
年
度
の
”
海
外
に
学
ぶ
”

よ
り
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

ー
ツ
等
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
チ
ョ
ボ
チ
ョ
ボ
歩
き

　
　
鶴
吉
　
田
　
村
　
ユ
　
キ
さ
ん

　
1
月
2
1
日
、
成
田
発
2
0
時
3
0
分
Q

F
6
0
便
で
南
半
球
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ヘ
。

　
出
発
前
の
説
明
会
で
知
り
合
っ
た

塩
沢
町
、
大
和
町
の
人
達
と
、
ま
だ

見
ぬ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
話
し
に
花

が
咲
き
、
明
日
の
朝
か
ら
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
心
配
し
な
が
ら
も
な
か
な

か
眠
る
事
が
出
来
な
い
。

　
2
2
日
朝
8
時
1
5
分
ブ
リ
ス
ベ
ン
着
、

気
温
2
8
度
、
太
陽
の
光
が
目
に
い
た

い
。
税
関
も
無
事
通
り
抜
け
ブ
リ
ス

ベ
ン
市
内
を
観
光
し
な
が
ら
、
今
日

の
目
的
地
「
ロ
ー
ン
・
パ
イ
ン
コ
ァ

ラ
パ
ー
ク
」
へ
。
国
で
保
護
し
て
い

る
コ
ア
ラ
が
い
る
い
る
。
子
供
・
男

と
分
け
ら
れ
て
、
ノ
ン
ビ
リ
と
こ
ち

ら
を
見
て
い
る
。
一
日
の
内
1
6
時
間

～
1
8
時
間
は
眠
り
、
起
き
て
い
る
時

は
ユ
L
カ
リ
の
葉
を
食
べ
る
生
活
だ

と
か
。
ま
た
、
ユ
ー
カ
リ
の
葉
は
7
0

％
が
水
分
で
残
り
3
0
％
が
ア
ル
コ
ー

ル
分
、
あ
れ
…
…
…
。
コ
ア
ラ
っ
て

ア
ル
中
か
な
？

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
着
い
て
、
一

番
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
た
の
は
”

バ
ス
の
中
は
禁
煙
・
禁
酒
・
物
を
食

べ
る
事
も
ダ
メ
”
　
”
日
本
な
ら
ど
こ

に
も
あ
る
自
動
販
売
機
が
ゼ
ロ
”
　
”

た
ば
こ
の
す
い
が
ら
を
捨
て
る
と
罰

金
”
な
ど
、
空
気
が
お
い
し
い
。

　
お
国
柄
か
、
州
毎
に
法
律
が
違
っ

て
い
て
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
は

車
の
車
検
も
点
検
も
無
し
。
土
地
が

広
い
事
も
あ
っ
て
家
に
は
あ
ま
り
こ

だ
わ
ら
な
い
が
、
車
は
一
生
付
き
合

う
物
と
し
て
1
0
年
、
2
0
年
と
乗
り
回

す
と
か
。
ち
な
み
に
、
百
坪
の
土
地

に
住
宅
を
含
め
て
3
0
万
円
ぐ
ら
い
で

手
に
入
る
か
ら
「
希
望
の
方
は
移
住

し
て
み
て
は
」
と
ガ
イ
ド
が
勧
め
る
。

枷
折
掘
っ
て
も
下
は
岩
盤
。
水
辺
を

中
心
に
町
が
開
け
て
い
る
。
と
な
り

の
州
へ
行
く
の
に
車
で
8
時
間
、
日

本
の
2
7
倍
の
広
さ
と
聞
い
て
い
る
だ

け
で
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
ス
ケ
ー

ル
で
あ
る
。

　
2
4
日
、
今
日
は
写
真
に
よ
く
出
て

来
る
シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、

外
観
で
し
か
見
る
事
は
で
き
な
か
っ

た
が
角
度
を
変
え
て
見
る
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
も
ま
た
楽
し
い
。
シ
ド
ニ
ー
湾

に
日
本
の
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」
が
着

い
て
い
た
。
日
本
人
が
お
金
持
ち
と

言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
も
こ
ん
な
所
に
あ

る
の
か
な
。

　
も
っ
と
書
き
た
い
事
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
ど
、
い
つ
で
も
自
由
に
水
が

飲
め
て
、
チ
ョ
ッ
ト
声
を
掛
け
れ
ば

聞
こ
え
る
お
隣
さ
ん
が
あ
る
、
日
本

の
国
っ
て
い
い
な
…
…
…
。

　
で
も
、
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

ら
外
を
見
て
見
た
い
。

　
そ
れ
は
ガ
ラ
パ
ン
、

　
い
や
サ
イ
パ
ン
、

　
そ
れ
は
ひ
み
つ

　
中
央
町
　
星
　
名
　
秀
　
利
さ
ん

　
東
京
（
成
田
）
か
ら
約
3
時
間
。

時
差
は
1
時
間
。
飛
行
機
を
お
り
る

と
、
む
っ
と
す
る
暑
さ
。
真
冬
の
日

本
か
ら
来
た
我
々
に
は
無
理
も
な
い
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
さ
わ
や
か
な

こ
と
か
。
平
均
年
間
気
温
2
7
℃
。
典

型
的
熱
帯
性
だ
が
こ
こ
ち
よ
い
風
が

い
つ
も
吹
い
て
い
る
の
で
し
の
ぎ
や

す
い
。

　
こ
の
地
マ
リ
ア
ナ
諸
島
は
、
マ
ゼ

ラ
ン
が
世
界
一
周
の
途
中
に
訪
れ
て

か
ら
世
に
知
れ
わ
た
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
日

本
、
ア
メ
リ
カ
と
次
々
に
占
領
国
が

変
っ
て
い
く
。
激
動
の
歴
史
を
持
つ

地
で
あ
る
。

　
こ
の
地
を
観
光
す
る
時
、
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
の
傷
跡
を
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
は
じ
め
て

の
海
外
旅
行
で
有
項
天
に
な
っ
て
い

る
小
生
に
は
」
多
数
の
戦
没
者
の
た

め
の
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
忘
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
平
和

「
ボ
ケ
」
で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
等
、
日
本
の
敗

戦
の
一
番
の
要
因
と
な
っ
た
、
広
島
、

長
崎
へ
の
原
爆
が
こ
の
地
か
ら
発
信

さ
れ
た
B
2
9
の
投
下
に
よ
る
も
の
と

も
知
ら
な
い
で
、
夜
の
ネ
オ
ン
街
に

闊
歩
し
て
い
る
。
あ
ー
あ
自
己
嫌
悪
。

　
自
国
で
は
気
が
つ
か
ず
、
他
国
で

は
じ
め
て
知
る
平
和
の
あ
り
が
た
さ
。

世
界
最
高
の
食
物
で
あ
ろ
う
川
西
産

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
そ
し
て
最
高
の
仲

間
達
。

　
こ
れ
ら
を
教
え
て
く
れ
た
地
、
そ

れ
は
ガ
ラ
パ
ン
、
い
や
サ
イ
パ
ン
、

そ
れ
は
ひ
み
つ
．
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町
で
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
（
上
級
職
）
一

人
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
～
4
8
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合

　
が
す
る
試
験
）

試
験
日
7
月
31
日
（
日
）

試
験
場
長
岡
市
四
郎
丸
町

　
　
　
　
　
　
県
立
長
岡
大
手
高
校

【
試
験
の
方
法
】

〈
教
養
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内

容
で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な

一
般
的
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択

一
式
の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内

容
で
、
専
門
的
知
識
（
行
政
）
と
能

力
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記

試
験
を
し
ま
す
。

　町職員募集
　　　（採用試験実施要項）

＿般事務上級採用の予定
　　　　　1人
申込受付6月10日～27日
　　　（郵送消印は6月24日まで）

〈
一
般
性
格
診
断
検
査
〉
職
務
及
び

職
場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
、
択
一

式
に
よ
る
検
査
を
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
8
月
中
旬
ご
ろ

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
9
月
中
旬
ご
ろ
（
一

　
　
　
　
　
　
次
試
験
合
格
者
に
別

　
　
　
　
　
　
途
通
知
）

試
験
場
川
西
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
法
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
7
年
4
月
1
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
無
帽
・

　
正
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役

　
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

　
履
歴
書
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
6
月
1
0
日
～
2
7
日
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
6
月
2
4
日
ま
で
有
効
）

【
そ
の
他
】

　
7
月
号
本
紙
で
、
初
級
職
員
等
の

募
集
要
項
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
盈
六
八
－
三
二
一

　
　
　
　
　
有
線
二
二
壬
二

　　　　初級
一般事務　　　　採用の予定
　　　　　3人

募集期間は7月10日
　　から7月末日頃を予定

　　資料請求は総務課
　　行政係まで

　
　
　
　
五
月
二
十
二
日
、
二
六
公

　
　
　
園
で
ブ
ナ
林
ま
つ
り
（
二
六

　
　
　
公
園
保
存
会
〈
清
水
俊
六
会

　
　
　
長
〉
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し

　
　
　
た
。

木
　
　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
供

本
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
、
遠

ナ
ー
は
新
潟
市
新
津
市
か
ら

ブ
㌶
転
繊
嘘
踊
協
ら

、し
新
緑
の
ブ
ナ
の
し
た
に
設

し
け
ら
れ
た
野
点
の
席
な

玄
空
席
待
ち
の
盗
出
る
ほ
ど

0
”
口
　
の
盛
況
ぶ
り
で
、
小
鳥
の
さ

が
手
り
を
聴
き
な
が
ら
一
服

尿
の
棄
を
い
た
芝
な
ん

糸
と
も
風
流
な
一
時
で
し
た
。

　
　
　
　
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ

　
　
　
大
会
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、

会
場
は
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
、
約
四
百

人
の
観
衆
で
埋
ま
り
、
用
意
さ
れ
た

大
鍋
二
杯
分
の
若
葉
汁
、
一
斗
の
樽

酒
も
き
れ
い
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら

の
野
点

四
方
を
緑
に
囲
ま
れ
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た

大名行列下に～下に～
　
五
月
二
十
九
日
節
黒
城
跡

山
開
き
ま
つ
り
（
節
黒
城
保

存
会
〈
内
山
弥
太
郎
会
長
〉

主
催
）
が
、
城
跡
展
望
台
広

場
と
キ
ャ
ン
プ
場
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
展
望
台

が
で
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
始
め
ら
れ
た
こ
の
ま
つ
り

も
、
名
物
の
大
名
行
列
が
す

っ
か
り
定
着
し
、
　
「
下
に
～

下
に
～
」
の
声
と
共
に
静
々

と
進
む
武
士
や
腰
元
の
姿
に
、

見
物
客
も
し
ば
し
時
代
を
忘

れ
、
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
姫
様
を
乗
せ
た
カ
ゴ
が

静
々
と
進
み
ま
し
た
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恒
例
と
な
っ
た
山
菜
を
味
わ
う
会

　
五
月
十
六
日
、
上
野
諏
訪
神
社
境

内
で
「
山
菜
を
味
わ
う
会
」
が
催
さ

れ
、
お
よ
そ
二
百
五
十
人
が
過
ぎ
ゆ

く
春
の
昧
覚
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
六
時
三
十
分
の
開
宴
を

前
に
席
の
大
半
が
埋
ま
り
、
九
回
目

を
迎
え
る
こ
の
会
が
地
域
に
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
お
ひ
た
し
、
酔
の
も
の
、
あ
え
も

の
、
天
ぷ
ら
、
山
菜
汁
、
川
魚
の
炭

火
焼
き
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、

運
営
を
す
る
有
志
の
皆
さ
ん
は
大
忙

し
、
川
西
町
に
来
て
五
年
目
と
い
う

学
校
の
先
生
は
「
初
め
て
参
加
し
た

ん
で
す
が
、
量
と
い
い

種
類
と
い
い
と
に
か
く

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

料
理
に
皆
さ
ん
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
い
て
と

て
も
お
い
し
い
で
す
已

と
、
知
人
の
紹
介
で
新

潟
市
か
ら
初
め
て
参
加

し
た
と
い
う
方
は
「
す

ご
く
お
い
し
い
し
、
手

作
り
の
昧
が
し
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

深
田
解
消
に
威
力
発
揮

　
南
部
生
産
組
合
（
南
雲
博
組
合
長
）

で
は
、
深
田
の
解
消
と
田
基
盤
の
確

立
を
図
る
た
め
、
ク
ロ
ー
ラ
式
の
ト

ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
各
種

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
含
め
て
二

二
〇
万
円
と
い
う
こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー

は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
県
囚

で
七
十
台
位
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
魚
沼
郡
内
で
は
初
め
て
の
も
の
で
、

他
市
町
村
か
ら
も
視
察
が
来
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

春
先
の
育
苗
ハ
ウ
ス
周
り
・
農
道

の
除
雪
か
ら
春
耕
・
代

か
き
作
業
と
大
活
躍
。

田
の
基
盤
を
痛
め
な
い

た
め
、
今
ま
で
田
植
機

が
入
れ
な
か
っ
た
深
田

に
も
ス
ム
ー
ズ
に
田
植

え
が
で
き
、
植
え
直
し

に
膝
ま
で
つ
か
っ
て
い

た
所
も
今
ま
で
と
は
違

っ
て
楽
に
作
業
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　　　　　　議麟
　　　　騒
　　　欝

盤

　　　　　　　　　　輔榊　　　　　　　　灘　　　　　　　難
　　　　　　嚢　　　　　　義

∞　
醗
蒙
錘
繋

　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　

縣
覇
轍

舞
翻
懸

　
　
覆

薬
師
様
登

　
中
仙
田
の
西
方
、
地
元
の
人
た
ち

が
「
仙
田
富
士
」
と
呼
び
親
し
ん
で

い
る
薬
師
岳
（
標
高
三
八
二
．
六
層
）

山
頂
に
は
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
毎
年
五
月
八
日
は
、
薬
師
様
の
日

と
し
て
仙
田
地
域
は
も
と
よ
り
、
高

柳
地
区
の
方
々
か
ら
も
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

中
仙
田
百
円
会
の
皆
さ
ん
は
、
二

山十
数
年
前
か
ら
薬
師

信
仰
に
地
域
お
こ
し

を
兼
ね
て
夜
間
登
山

を
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

遠
く
宝
徳
稲
荷
の
花

火
大
会
と
仙
田
郷
を

眺
め
な
が
ら
地
域
活

性
化
の
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
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第7回信濃川河岸段丘ウォーク

■
総
合
体
育
館

元気よくスタート

　
四
月
二
十
九
日
、
第

七
回
の
信
濃
川
河
岸
段

丘
ウ
ォ
ー
ク
が
開
か
れ

ま
し
た
。
総
合
体
育
館

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
コ

ー
ス
に
は
、
朝
早
く
か

ら
参
加
者
が
集
ま
り
、

午
前
十
時
の
ス
タ
ー
ト

と
と
も
に
老
若
男
女
約

八
百
人
が
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
。
新
緑
の
眩
し
い

な
か
二
十
五
㎞
に
挑
み

足
を
進
め
な
が
ら
真
人
の
中
継
点
に

つ
い
て
ほ
っ
と
一
息
、
用
意
さ
れ
た

豚
汁
と
お
弁
当
で
昼
食
を
と
り
、
し

ば
し
の
休
憩
。

　
車
イ
ス
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と

も
ど
も
元
気
に
ゴ
ー
ル
に
向
か
い
ま

し
た
。

観でした

　
　
　
も
、
寺
ケ
崎
の
坂
道
を
の
ぼ
る
こ

　
　
　
ろ
に
は
少
し
、
バ
テ
気
味
、
黙
々
と

翻
～
％
ミ
“
ミ

葉桜のした、まだまだ元気

／￥～イ

昼食の豚汁ア～おいしい

消防団春季消防演習
　
五
月
二
十
九
日
、
総
合

体
育
館
駐
車
場
で
平
成
六

年
度
町
消
防
団
（
清
水
善

三
団
長
．
団
員
三
七
八
人
）

春
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
の
成
績
は
、
一
位
　
新

町
新
田
チ
ー
ム
、
二
位

野
ロ
チ
ー
ム
、
三
位
鶴

霜
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
一
位
の
チ
ー
ム
は
、
町
代
表
と
し

て
七
月
二
十
四
日
に
十
日
町
市
で
行

わ
れ
る
十
日
町
地
区
支
会
に
出
場
し

ま
す
。

ラッパにあわせ団旗に敬礼

優
良
無
事
故
運
転
者
九
十
九
人

を
表
彰

　
六
月
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
川
西
町
交
通
安
全
協
会
（
藤

田
隆
策
会
長
）
に
よ
る
平
成
六
年

度
優
良
無
事
故
運
転
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
無
事
故
の
年
数
が
五
年
か
ら
四

十
年
ま
で
の
各
表
彰
年
ご
と
の
受

賞
者
は
九
十
五
人
。
永
年
、
町
の

交
通
安
全
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
と

し
て
四
人
の
方
に
顕
功
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　40年表彰を受けた中仙田の小林正明
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読
者
か
ら
の
お
便
り

　
　
ふ
ぐ
り
騒
動

　
久
し
振
り
に
妹
か
ら
の
電
話
で
あ

る
、
　
「
ア
ノ
ソ
ウ
ー
、
広
報
川
西
に

お
ま
え
の
上
手
な
い
い
俳
句
が
載
っ

て
て
ソ
ー
、
父
ち
ゃ
ん
と
話
て
た
ん

だ
て
…
…
」
と
、
言
う
の
だ
。
私
は

俳
句
で
毎
月
広
報
川
西
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
が
今
月
（
四
月
）
の
俳

句
…
む
ら
さ
き
の
風
に
ゆ
れ
い
る
犬

ふ
ぐ
り
…
と
言
う
句
が
良
い
句
だ
と

も
思
っ
て
も
い
な
い
の
に
褒
め
ら
れ

て
唖
然
と
し
て
い
た
ら
「
ふ
ぐ
り
、

と
は
タ
マ
タ
マ
の
こ
と
だ
べ
、
む
ら

さ
き
の
風
と
は
春
の
風
の
事
だ
ん
が

ネ
、
…
…
」
と
。
妹
夫
婦
は
、
私
の

俳
句
を
、
春
の
風
に
犬
の
タ
マ
タ
マ

が
、
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
い
る
景
を
詠

ん
だ
の
だ
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
話
が
嫌
い
で
も
な
い
妹
夫
婦

は
、
こ
れ
は
マ
ア
ー
大
し
た
俳
句
だ

と
言
う
事
に
な
っ
て
、
早
速
電
話
に

及
ん
だ
、
と
言
う
事
な
の
だ
。
こ
れ

を
聞
い
た
私
は
慌
て
た
「
チ
ッ
ト
待

っ
て
く
れ
、
犬
ふ
ぐ
り
と
言
う
の
は
、

そ
う
言
つ
名
の
花
が
あ
る
ん
だ
ヨ
！
」

と
言
っ
た
ら
こ
ん
ど
は
妹
が
「
え
え
！
」

と
び
っ
く
り
。

　
私
が
こ
の
可
憐
な
花
に
出
あ
っ
た

の
は
四
年
前
こ
の
土
地
に
引
っ
越
し

て
来
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
は
ま

だ
花
の
名
を
知
ら
な
く
て
…
名
も
知

ら
ぬ
む
ら
さ
き
の
花
春
の
道
…
と
詠

み
、
広
報
川
西
の
俳
壇
に
投
旬
し
、

昨
年
の
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
「
春
の
会
」
と
い
う
野
草
を
写

す
会
に
仲
間
入
り
し
、
初
め
て
こ
の

花
の
名
を
知
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時

は
ま
だ
ふ
ぐ
り
が
何
で
あ
る
か
は
し

ら
ず
、
後
日
歳
時
記
を
読
ん
だ
ら

「
そ
の
実
の
形
が
犬
の
（
蔭
嚢
）
に

似
て
い
る
事
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
」

と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
だ
が
あ
の
可

憐
な
花
と
蔭
嚢
と
い
う
言
葉
が
ど
う

し
て
も
結
び
付
か
な
い
の
で
翌
る
日
、

早
速
実
物
を
見
に
行
っ
て
半
分
ぐ
ら

い
納
得
し
た
。

　
「
犬
ふ
ぐ
り
」
と
言
う
花
の
咲
か

な
い
田
舎
で
は
、
私
の
句
を
読
ん
で

妹
と
同
じ
様
な
解
釈
を
し
て
い
る
方

が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ら

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
日
は
犬
ふ
ぐ
り
の
花
の
写
真
を
同

封
し
ま
し
た
。
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な

句
を
詠
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
ま
だ
ま
だ

勉
強
が
足
り
な
い
な
ー
と
自
戒
し
て

い
ま
す
。

埼
玉
県
志
木
市

　
　
　
　
　
山
田
十
九
二
さ
ん
よ
り

▲犬ふぐりの実▲犬ふぐりの花

新
緑
セ
ッ
ト
を
発
送

　
川
西
町
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
で

は
、
士
二
日
に
春
の
薫
り
を
詰
め
込

ん
だ
新
緑
セ
ッ
ト
を
七
十
七
人
の
会

員
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
木
の
芽
・
わ
ら
び
・
う

ど
の
山
菜
と
、
ち
ま
き
・
笹
だ
ん
ご
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
草
モ
チ
、
そ
れ
に

今
や
貴
重
品
と
い
え
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
が
入
り
、
春
の
味
覚
で
一
杯
で

し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
パ
ッ
ク
の
会
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
発
送
品
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
親
戚
や
お
友
達

へ
の
贈
り
物
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
◆
新
緑
セ
ッ
ト
（
五
月
）

　
山
菜
セ
ッ
ト
・
ち
ま
き
・
笹
だ
ん

　
ご
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
外

　
◆
紅
葉
セ
ッ
ト
（
十
月
）

　
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
の
こ
汁
セ

　
ッ
ト
外

　
◆
雪
ん
子
セ
ッ
ト
（
十
二
月
）

　
そ
ば
詰
合
せ
・
豆
菓
子
・
野
沢
菜

　
漬
け
外

　
◆
お
歳
暮
セ
ッ
ト
（
十
二
月
）

　
し
め
縄
・
清
酒
・
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
◎
入
会
金

　
　
三
年
間
有
効
で
三
千
円
で
す
。

　
◎
年
会
費

　
　
新
緑
セ
ッ
ト
・
紅
葉
セ
ッ
ト
・

　
雪
ん
子
セ
ッ
ト
の
三
回
発
送
分
で

　
一
万
五
千
円
で
す
。

　
◎
お
歳
暮
セ
ッ
ト
は
オ
プ
シ
ョ
ン

　
と
な
っ
て
お
り
五
千
円
で
す
。

　
お
問
合
せ
申
込
は
、
農
林
課
農
政

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
暦
六
八
⊥
三
一
一
（
内
線
十
八
）

　
有
線
二
一
四
三
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑧

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

一
校
二
分
場
を
決
め
る

　
戦
後
の
民
主
化
と
意
識
の
変
革
が

進
む
中
で
六
・
三
制
の
活
火
山
と
ま

で
い
わ
れ
て
も
め
た
仙
田
村
の
学
校

間
題
も
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
な

が
ら
徐
々
に
解
決
の
き
ざ
し
を
見
せ

て
い
く
。
財
政
難
か
ら
中
仙
田
と
上

の
島
間
の
道
路
が
思
う
よ
う
に
改
修

で
き
な
い
経
緯
も
あ
っ
て
、
童
子
ヶ

島
に
決
ま
っ
た
校
舎
の
建
設
が
臼
紙

に
戻
さ
れ
、
村
の
中
央
に
本
校
を
置

い
て
室
島
と
臼
倉
に
分
校
を
置
く

「
一
校
二
分
場
案
」
が
慎
重
審
議
の

す
え
に
ま
と
ま
り
、
建
築
委
員
に
次

の
人
た
ち
が
委
嘱
さ
れ
る
。

　
星
名
規
矩
三
、
田
中
勝
平
、
田
村

久
造
、
高
橋
惣
治
、
中
條
寿
平
、
川

崎
勝
平
、
小
林
誠
治
、
小
川
昌
勝
、

登
坂
精
一
、
柳
長
寿
、
高
橋
俊
治
、

高
橋
弥
作
、
斎
喜
政
良
。

学
校
建
築
に
汗
だ
く

　
本
校
舎
は
建
坪
六
百
二
十
二
坪
、

総
工
費
は
五
百
五
十
七
万
円
で
中
仙

田
校
の
裏
手
に
建
て
る
こ
と
が
決
ま

る
。
こ
の
敷
地
（
現
在
の
仙
田
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
）
は
特
産
物
「
仙
田
ご

ぼ
う
」
の
採
種
地
で
取
得
が
困
難
視

さ
れ
た
が
、
二
十
余
人
の
土
地
所
有

者
は
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
と
提
供

を
心
よ
く
承
諾
す
る
。

　
建
築
に
当
た
っ
て
は
村
中
に
義
務

人
足
が
割
り
当
て
ら
れ
、
老
若
男
女

が
も
め
た
過
去
を
忘
れ
て
ツ
ル
ハ
・
ン

や
鍬
を
に
ぎ
り
、
モ
ッ
コ
を
担
ぎ
、

オ
ラ
の
学
校
を
建
て
る
喜
び
に
汗
を

流
し
て
昭
和
二
十
五
年
十
月
十
五
日

に
上
棟
式
が
挙
行
さ
れ
る
。

　
臼
倉
校
に
併
置
し
て
建
て
ら
れ
る

第
二
分
場
は
本
校
舎
よ
り
先
の
九
月

二
十
一
日
に
上
棟
式
を
終
え
、
十
一

月
二
十
八
日
に
落
成
を
み
る
。

　
仙
田
校
に
接
続
し
て
建
築
す
る
第

一
分
場
は
九
月
十
五
日
に
竣
工
す
る

が
、
祝
賀
式
の
参
列
者
二
百
人
に
出

さ
れ
た
折
詰
の
一
部
を
食
べ
た
来
賓

ら
が
軽
い
食
中
毒
に
か
か
り
、
こ
の

災
難
で
、
学
校
間
題
の
こ
れ
ま
で
の

恨
み
ツ
ラ
ミ
が
全
部
吐
き
出
さ
れ
た

と
、
か
え
っ
て
祝
福
さ
れ
た
皮
肉
な

話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

仙
田
村
の
夜
明
け

　
十
日
町
新
聞
（
昭
和
二
十
五
年
十

一
月
三
十
日
号
）
は
、
特
集
記
事
を

組
ん
で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
へ
と
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
も
め
続
け
た
仙
田
村

の
学
校
問
題
が
よ
う
や
く
解
決
し
て

去
る
二
十
五
日
に
本
校
舎
の
落
成
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
桜
並
木

に
囲
ま
れ
た
冬
の
空
に
新
し
い
校
舎

が
映
え
、
午
前
九
時
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
祝
砲
が
村
中
に
響
け
と
ば
か
り

に
こ
だ
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
に
集

ま
っ
た
村
民
の
顔
は
だ
れ
も
が
明
る

く
、
こ
れ
ま
で
の
し
烈
な
争
い
の
あ

と
が
い
さ
さ
か
も
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
参
会
者
全
員
が
祝
い
の
盃
を
汲

み
交
わ
し
、
学
校
側
が
企
画
し
た
演

芸
会
や
生
徒
の
作
品
展
に
目
を
見
は

り
、
四
H
ク
ラ
ブ
の
青
年
た
ち
の
研

究
発
表
に
耳
を
傾
け
る
等
多
彩
な
祝

賀
行
事
に
酔
い
し
れ
た
。

　
完
成
し
た
本
校
舎
は
総
延
四
百
二

十
二
坪
、
室
島
の
第
一
分
校
は
百
二

十
四
坪
、
臼
倉
の
第
二
分
校
は
七
十

五
坪
で
併
せ
た
総
事
業
費
は
五
百
四

十
五
万
円
に
及
ん
だ
。
二
十
六
年
度

に
は
第
二
期
工
事
と
し
て
本
校
舎
に

隣
接
し
た
屋
内
運
動
場
の
建
設
が
始

ま
り
、
総
事
業
費
七
百
万
円
で
二
十

九
年
秋
ま
で
に
完
成
す
る
。

　
中
学
校
の
建
築
に
本
腰
が
入
り
、

二
十
五
年
三
月
の
村
議
会
で
実
行
案

を
可
決
す
る
ま
で
に
は
幾
度
と
な
く

会
議
を
開
催
、
校
区
ご
と
に
公
聴
会

を
開
い
た
り
し
た
が
、
賛
否
両
論
が

そ
の
つ
ど
激
し
く
衝
突
し
て
流
会
す

る
な
ど
の
苦
労
が
あ
っ
た
だ
け
に
、

こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
関
係
者
に
は

万
感
胸
に
せ
ま
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
激
昂
す
る
村
民
を
説
き
、
な
だ
め

す
か
し
て
き
た
登
坂
久
平
村
長
は

「
新
し
い
校
舎
を
見
る
ま
で
は
一
喜

一
憂
で
苦
難
の
毎
日
だ
っ
た
が
、
こ

こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
仙
田
村
の
夜
明

け
を
感
じ
た
」
と
、
そ
の
心
労
の
ほ

ど
を
言
外
に
秘
め
て
語
っ
た
。

川
西
町
に
夢
を
託
す

　
一
校
二
分
場
で
ス
タ
ー
ト
し
た
仙

田
中
学
校
は
、
第
一
分
校
（
室
島
）

の
生
徒
を
中
仙
田
の
本
校
に
通
学
さ

せ
よ
う
と
す
る
村
教
育
委
員
会
と
、

こ
れ
に
猛
反
対
す
る
上
組
五
集
落
の

間
で
再
び
激
し
く
対
立
す
る
が
最
終

的
に
室
島
・
小
脇
・
高
倉
・
霧
谷
・

藤
沢
側
が
大
乗
的
な
見
地
か
ら
折
れ

て
本
校
に
通
学
す
る
。

第
二
分
校
の
臼
倉
地
区
か
ら
は
予

算
や
施
設
の
面
で
本
校
と
の
へ
だ
た

り
が
大
き
い
と
不
満
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
日
な
ら
ず
町
村
合
併
の
機
が
熱

し
て
川
西
町
に
継
承
さ
れ
る
。

明
日
に
向
か
つ
て

　
川
西
町
教
育
委
員
会
は
、
教
育
施

設
の
完
備
し
た
適
正
規
模
校
に
優
秀

な
教
師
を
招
き
、
三
千
三
百
人
の
児

童
、
生
徒
に
教
え
、
あ
ま
ね
く
成
果

を
期
待
し
て
学
校
統
合
を
推
進
す
る
。

仙
田
地
区
に
お
い
て
は
中
仙
田
校
の

田
戸
分
校
を
統
合
し
、
仙
田
校
の
霧

谷
・
藤
沢
冬
季
分
校
と
赤
岩
校
の
大

倉
冬
季
分
校
を
閉
校
す
る
。

　
過
疎
化
の
波
に
洗
わ
れ
た
昭
和
四

十
九
年
に
は
仙
田
・
中
仙
田
・
赤
岩

校
が
統
合
し
て
新
生
仙
田
小
学
校
が

う
ぶ
声
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
と
き
は

明
治
以
来
の
怨
念
や
し
こ
り
が
消
え

た
円
満
な
統
合
に
な
る
。
五
十
年
に

は
仙
田
中
学
校
と
、
独
立
し
た
臼
倉

中
学
校
が
閉
校
し
て
川
西
中
学
校
が

全
町
一
校
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
再
度
の
独
立
校
で
あ
っ
た
高
倉
校

と
、
仙
田
小
の
小
脇
分
校
も
閉
校
し

旧
仙
田
村
立
の
伝
説
と
栄
光
を
平
成

ま
で
受
け
継
い
で
き
た
臼
倉
校
も
、

こ
と
し
橘
小
学
校
に
統
合
し
て
百
十

九
年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
川
西
町
の
教
育
は
今
、
生
活
圏
の

広
が
り
と
児
童
、
生
徒
の
減
少
が
取

り
沙
汰
さ
れ
る
中
で
、
す
ば
ら
し
い

明
日
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
発
展
の
歴

史
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

仙
田
中
学
校

　
　
（
三
葉
閉
校
記
念
誌
よ
り
）
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ム
国
圖
團

圃
函
回
▽

　
海
外
秀
作
絵
本

　
　
第
七
集
紹
介
ほ
る
ぷ
出
版

　
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ

ス
イ
ス
な
ど
七
か
国
の
絵
本
三
十
一

冊
が
入
り
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
小
学

生
向
き
で
す
。
さ
す
が
に
海
外
の
人

気
作
家
の
絵
本
だ
け
に
、
絵
柄
に
は

目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
絵
本
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
絵

の
美
し
さ
に
目
を
引
か
れ
る
。
絵
本

の
絵
は
言
葉
ほ
ど
に
も
の
を
言
い
ま

す
。

　
幼
児
が
気
に
入
っ
た
絵
本
を
見
つ

け
る
と
、
毎
晩
で
も
読
ん
で
く
れ
と

せ
が
み
ま
す
。

　
あ
る
父
親
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

る
男
の
子
に
、
毎
晩
同
じ
絵
本
を
読

ん
で
く
れ
と
せ
が
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

と
に
か
く
毎
晩
で
す
し
、
父
親
の
方

は
う
ん
ざ
り
し
た
よ
う
で
す
。
あ
る

晩
父
親
が
、
海
の
場
面
か
ら
浜
辺
の

場
面
へ
と
ぺ
ー
ジ
を
め
く
ろ
う
と
す

る
と
、

「
パ
パ
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
か

わ
か
る
？
」
と
、
問
い
か
け
て
き
た
。

父
親
の
方
は
、
絵
で
も
文
章
で
も
説

明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
答
え
ら
れ
ず

に
い
る
と
、
子
ど
も
は
ど
う
し
て
こ

う
な
っ
た
か
と
い
う
因
果
関
係
を
語

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
父

親
は
、
本
に
も
書
い
て
な
い
こ
と
を

子
ど
も
が
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
て

い
る
の
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。

　
親
が
知
ら
な
い
う
ち
に
子
ど
も
は

行
間
を
創
作
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

蜘緬
藩鰭驚

ム
ラ
言
葉

　
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
さ
ん
の

発
刊
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂

版
「
中
魚
沼
の
ム
ラ
言
葉
抜
粋
5
千

字
」
よ
り
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

掲
載
し
ま
し
た
。
数
回
に
わ
け
て
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

あ
い
ほ
う
（
手
伝
い
を
す
る
こ
と
）

あ
お
ん
さ
け
（
仰
向
け
）

あ
お
も
ん
と
り
（
山
菜
取
り
）

あ
が
ら
っ
し
ゃ
れ
（
家
へ
入
っ
て
く

小
わ
じ

　
　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

意
善

　　　　　　　　　（敬称略）
一般寄附

　山口隆也（仁　田）　　5万円

広報発行に

上村忠男（横浜市）　　1万円

丸山伴四郎（足立区）　　1万円

お
取
り
越
し
山
菜
多
き
斉
の
膳

母
の
日
や
や
さ
し
き
色
の
花
届
く

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

緑
陰
の
試
歩
に
看
護
婦
手
を
貸
さ
ず

改
札
の
い
と
ま
の
水
を
打
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

桐
の
花
落
ち
て
小
猫
の
目
の
動
く

茄
子
苗
の
三
本
で
足
る
生
活
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

母
の
日
の
手
紙
を
添
え
て
新
茶
着
く

初
孫
の
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

青
葉
木
兎
お
り
お
り
聞
こ
ゆ
し
ま
い
風
呂

ひ
と
群
の
ど
く
だ
み
の
花
美
し
き

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

風
の
来
て
落
ち
た
る
梅
の
ま
だ
青
し

麦
秋
や
野
の
道
ゆ
け
ば
地
蔵
尊

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

植
え
終
え
し
田
に
満
月
の
映
り
け
り

若
葉
萌
ゆ
絹
の
手
ざ
わ
り
絹
の
艶

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

管
領
の
塚
の
ほ
と
り
の
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

植
え
終
え
て
恵
み
の
雨
に
長
昼
寝

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

更
衣
舞
鶴
の
海
思
い
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

桑
の
実
の
熟
れ
て
遠
き
日
よ
み
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

蛙
闇
隣
の
家
の
寝
た
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

農
継
が
ぬ
子
を
見
送
り
て
田
を
植
う
る

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

郭
公
の
声
を
遠
く
に
田
を
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

庭
石
の
陽
の
照
り
返
し
夏
に
入
る

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

一
喜
雨
に
立
ち
直
り
た
る
畠
の
物

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

田
植
機
の
大
き
く
う
ね
り
畦
越
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

噂
り
の
枝
を
広
げ
し
大
樹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

突
風
に
薇
莚
奪
わ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

里
芋
の
新
葉
に
小
さ
き
小
さ
き
露

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

植
え
し
田
を
今
朝
も
見
に
行
く
主
か
な

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
ト
ヨ

山
吹
の
崖
を
埋
め
し
黄
色
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

緑
蔭
や
子
に
頬
寄
せ
て
母
若
し

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二
1
0

藤
の
花
頭
上
に
揺
れ
る
野
天
風
呂
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史
　
●

水
無
月
の
見
渡
す
限
り
の
桧
苗
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

捨
て
苗
の
畦
に
突
立
つ
五
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

自
転
車
の
将
棋
倒
し
や
南
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

種
籾
の
発
芽
に
あ
り
し
力
か
な

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

桜
散
り
海
業
も
散
り
今
つ
・
じ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

行
く
春
や
刻
を
違
へ
ぬ
古
時
計

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

老
妻
と
共
に
楽
し
む
新
茶
か
な

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

　
　
寸
感
　
　
　
正
風

●
お
取
り
越
し
山
菜
多
き
斉
の
膳

　
　
山
寺
ら
し
い
素
朴
さ
が
い
い
。

●
改
札
の
い
と
ま
の
水
を
打
っ
て
お
り

　
　
ロ
ー
カ
ル
線
の
駅
。
水
を
打
つ
の
は

　
　
駅
長
さ
ん
か
。
面
白
い
句
。

●
若
葉
萌
ゆ
絹
の
手
ざ
わ
り
絹
の
艶

　
　
つ
や
つ
や
と
柔
ら
か
い
若
葉
と
絹
の

　
　
連
想
が
い
い
。

だ
さ
い
．
食
べ
て
く
だ
さ
い
）

い
か
い
か
て
め
に
あ
う
（
ヒ
ド
イ
目

に
あ
う
）

い
ぎ
し
な
に
（
行
く
つ
い
で
に
）

い
ぐ
ら
（
湿
田
）

い
ち
の
き
れ
（
一
の
切
れ
、
鮭
の
最

初
の
切
り
身
）

う
し
ん
ぼ
う
（
牛
）

う
ろ
お
ぼ
い
（
不
確
実
な
記
憶
）

え
え
あ
ん
べ
（
良
い
具
合
）

え
き
れ
る
（
ム
シ
熱
い
）

お
い
た
へ
た
が
ね
え
（
際
限
が
無
い
）

お
お
ま
く
ら
い
（
大
食
漢
）

お
け
な
が
し
（
秋
の
慰
労
会
）

お
だ
あ
げ
る
（
気
炎
を
上
げ
る
）

か
が
っ
ぽ
い
（
眩
し
い
）

か
が
な
く
（
弱
音
を
吐
く
）

か
く
し
（
ポ
ケ
ッ
ト
）

か
け
ば
（
稲
の
天
然
乾
燥
設
備
）

き
っ
か
ず
る
（
聞
き
カ
ジ
ル
）

ぎ
っ
た
ん
ば
っ
こ
（
シ
ー
ソ
ー
）

き
ど
う
（
ス
マ
シ
顔
す
る
）

ぎ
ゃ
く
（
蛙
）

く
そ
っ
か
わ
む
く
（
カ
ス
リ
傷
・
表

皮
の
ケ
ガ
）

く
い
た
て
ら
ん
ね
え
（
食
い
切
れ
な

い
多
量
の
食
物
）



　
五
月
八
日
、
信
濃
川
の
河
原
で
木

落
P
T
A
に
よ
る
恒
例
の
親
子
お
楽

し
み
会
が
あ
り
ま
し
た
。
特
設
の
池

で
う
ぐ
い
の
つ
か
み
取
り
に
、
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

デッカイのをとったぞ！

カ
メ
ラ
散
歩

　
句
碑
公
園
に
指
定
さ
れ
た
霜
条
清

竜
寺
境
内
、
静
寂
の
な
か
俳
句
を
詠

ま
れ
る
方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
五
・
二
十
二
）

「境内の句碑に人等にみどり濃し　正風」

　
五
月
三
十
日
、
千
手
地
区
体
育
振

興
会
主
催
の
歩
け
歩
け
健
康
ウ
ォ
ー

ク
が
あ
り
ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
空

き
缶
拾
い
を
し
、
沿
道
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

空カンてけっこうあるものですね

藩
軽
縷
羅
巷
る
轟
る
慰
と
の
昧
垂
◎

ド”””””””””ψφ”””””””、

i肉じゃが1◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
㌧ψφひゆψ◆｛”φρφゆ◆ψ◆ψr，ゆφψφ慶φ，φ“◎ψφひφ礎φ3

■材料
牛肉（豚肉）のこま切れ・じゃがい

　も玉ねぎ・しょうが

■調味料

　しょう油・砂糖・化学調味料

■作り方

①じゃがいもを乱切りに切る。

②鍋にお湯をにたて、じゃがいもを

　　入れて串が通ったらお湯を切る。

③お湯を切った鍋の中にじゃがいも

　　水・砂糖・しょう油を入れて、じ

　　ゃがいもに汁がかかる位にして味

　を整える。

④肉をバラバラにして、じゃがいもの上

　にあげて煮る。肉が煮えたら小口切り

　の玉ねぎ（3cmの厚さ）とみじん切り

　にしたしょうがをいれ、玉ねぎが煮え

　たら出来上がり。（ナベがえしをする）

健
康
の
基
本

は
丈
夫
な
歯

　
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国

に
な
り
ま
し
た
。
長
い
人
生
を
楽
し

く
過
ご
す
に
は
、
ま
ず
「
健
康
」
そ

し
て
「
気
の
あ
う
仲
間
を
つ
く
る
こ

と
」
が
大
切
で
す
。
十
分
な
栄
養
を

と
っ
て
健
康
な
体
を
つ
く
り
、
仲
間

と
楽
し
く
語
り
合
い
、
笑
っ
て
過
せ

れ
ば
、
私
達
の
老
後
は
と
て
も
豊
か

な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、
歯
の
果

た
す
役
割
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
歯
が
丈
夫
で
あ
れ
ば
、
食
べ

物
を
よ
く
か
む
こ
と
が
で
き
、
体
に

必
要
な
栄
養
の
吸
収
を
し
や
す
く
し

ま
す
。
ま
た
、
く
っ
た
く
な
く
話
し

た
り
、
大
声
で
笑
っ
た
り
で
き
る
の

も
、
健
康
な
歯
の
お
か
げ
で
す
。

　
　
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

　
「
八
〇
二
〇
運
動
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
私
達
の
口
の
中
に
は
二

十
八
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
。
八
十
歳

に
な
っ
て
も
二
十
本
の
歯
が
残
っ
て

い
れ
ば
、
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
八
十

歳
と
も
な
る
と
数
本
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
歯
の
老
化
で
は
な

く
、
若
い
頃
の
ム
シ
歯
や
中
年
期
の

歯
槽
膿
漏
な
ど
が
原
因
で
す
。
八
十

歳
に
な
っ
て
も
二
十
本
の
歯
を
残
そ

う
と
い
う
八
〇
二
〇
運
動
を
進
め
、

い
つ
ま
で
も
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
よ

う
自
分
の
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

①食べ物をよくかみこ　こ歯
　なせます。またよく　　んが

かむことでだ液が彗
　たくさんでておいし　と本
　く味わえます。　　　　がそ

　　　　　　　　　iろ
　　　へ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　つ　　宿か（畿叢　iて

感3馬ρ“　岩
　　　万，　　　　　　と

　　　鎌　　　　　　　せてくれます。

④毎日よくかんでいる　　　　　　　　　②よくかんて食べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罐鰯臥鶴醗

⑤歯がそろっていると

　正しい発音で話せる

　ので、人との会話も

　楽しくはずみます。

幽囎
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ピ
　
と
す
と
ピ
す
き
ゑ
す

戸
籍
の
窓
か
ら

り
頓
り
＠
犠
り
り
葛
犠
葛
葛
葛
葛
り
4
名
名

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノヘ　　 ノヘ　　ノヘ　　 ノヘ
山片大春山丸村白
内桐橋日崎山山井
亮　　紀一宏　　み尊
　勲　　　　満ち
子　　子生子　　よ継

鰐鯛鞭蘇
か　　か　　か　　か
ら　　 ら　　り　　ら

知
事
を
迎
え

　
　
　
あ
か
ね

　　　　　　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　　　　　　竣　　　　　　　　　　，園　　　　　　癒　　　、め酬叢

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
は
る
な

小丸引林山間昇
天
ー
こ
め
い
福
を
祈
る

登
坂

中
村

清
水
康
三
郎
85
（
本

茂
野

丸
山

　
（
5
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

　
　
　
　
　

春
菜
佳
代
子
長
茎
口
同
原
田

み
か美

蕊
？
女
蕃
寺

げ
ん
き
券
茂

元
気
朗
ゆ
み
長
男
中
仙
田

　
“

ト
シ
7
1
（
松
二
）
岩
瀬

喜
作
83
（
武
　
男
）
坪
　
山

　
　
　
　
　
　
人
）
木
島

ソ
メ
89
（
整
　
二
）
高
原
田

恒
正
9
0
（
清
　
）
高
原
田

園
竣
工
式

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園

は
、
四
月
一
日
か
ら
開
所
し
て
お
り

ま
す
が
、
五
月
三
十
日
に
平
山
県
知

事
を
お
迎
え
し
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
知
事
は
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
と

気
軽
に
話
し
を
さ
れ
、
町
の
保
育
園

児
（
五
歳
児
）
に
よ
る
手
形
の
額
「
次

代
の
福
祉
は
こ
の
子
た
ち
に
支
え
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
説
明
に

う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝3雷3＝3＝＝＝＝＝＝＝器＝3＝3＝＝3＝3＝3＝＝＝＝＝3＝＝33＝＝33＝＝＝＝33＝＝＝

簿
．

〈
2
年
清
水
美
江
さ
ん

2年宮　怜奈さん

　　　　　3年小川　正君

〈
川
西
中
学
校
丁

．
慧

〉
2
年
清
水
彩
子
さ
ん

〉
2
年
小
林
理
恵
さ
ん

6．6．10⑫（7月号は千手小学校です）

り
（


